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中
国
研
究
集
刊 

闕
号
（
総
五
十
八
号
）
平
成
二
十
六
年
六
月　

一
四
七
︱
一
五
四
頁

楚
地
新
出
土
文
献
へ
の
い
ざ
な
い（
三
）

―『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
合
集（
二
）』（
葛
陵
楚
墓
竹
簡
・
長
台
関
楚
墓
竹
簡
）―草

野
友
子

一
、『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
合
集
』
の
刊
行

　

二
〇
一
三
年
一
月
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
河
南
省
文
物

考
古
研
究
所
編
著
『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
合
集
（
二
）』（
葛
陵
楚

墓
竹
簡
・
長
台
関
楚
墓
竹
簡
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
、『
楚

地
出
土
戦
国
簡
冊
合
集
』
シ
リ
ー
ズ
の
二
冊
目
で
あ
る
。

　
『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
合
集
』
の
刊
行
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

前
稿
に
お
い
て
す
で
に
述
べ
て
い
る
が
（
草
野
友
子
「
楚
地
出
土

文
献
へ
の
い
ざ
な
い
（
二
）
―
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
荊
門

市
博
物
館
編
著
『
郭
店
楚
墓
竹
書
』（『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
合
集

（
一
）』）
―
」、『
中
国
研
究
集
刊
』
第
五
十
四
号
、
二
〇
一
二
年

六
月
）、
以
下
、
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
合
集
』
は
、
二
〇
〇
三
年
に
開
始
さ
れ

た
中
国
国
家
教
育
部
哲
学
社
会
科
学
研
究
重
大
課
題
攻
関
項
目

「
楚
簡
綜
合
整
理
与
研
究
」
の
成
果
を
収
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

対
象
の
竹
簡
は
、
包
山
二
号
墓
・
郭
店
一
号
墓
・
望
山
一
号
墓
・

望
山
二
号
墓
・
九
店
五
六
号
墓
・
九
店
六
二
一
号
墓
・
曹
家
崗
五

号
墓
・
曾
侯
乙
墓
・
長
台
関
一
号
墓
・
葛
陵
一
号
墓
・
五
里
牌
四

〇
六
号
墓
・
仰
天
湖
二
五
号
墓
・
楊
家
湾
六
号
墓
・
夕
陽
坡
二
号

墓
の
十
四
種
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
に
か
け
て
、
竹
簡
の
写

真
収
集
、
お
よ
び
赤
外
線
カ
メ
ラ
で
の
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
、
二

〇
〇
四
年
末
よ
り
整
理
・
研
究
の
段
階
に
入
っ
た
。
二
〇
〇
七
年

夏
、『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
合
集
』（
全
竹
簡
の
図
録
・
釈
文
・
注

釈
を
含
む
）
の
初
稿
が
完
成
し
、
二
〇
〇
七
年
八
月
か
ら
二
〇
〇
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八
年
三
月
に
か
け
て
、『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
合
集
』
の
原
稿
を

ベ
ー
ス
に
、『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
［
十
四
種
］』
が
編
集
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
原
稿
は
二
〇
〇
八
年
に
専
門
家
の
審
査
を
通
過
し

た
後
、
一
度
全
面
的
な
照
合
・
修
訂
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
二
〇
〇
九
年
九
月
、『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
［
十
四

種
］』（
陳
偉
等
著
、
経
済
科
学
出
版
社
）
が
先
に
出
版
さ
れ
た
。

『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
［
十
四
種
］』
は
、
十
四
種
の
竹
簡
す
べ
て

を
一
冊
で
概
観
で
き
る
、
き
わ
め
て
利
便
性
が
高
い
書
で
あ
る
。

そ
の
特
徴
と
し
て
は
、
竹
簡
の
精
密
な
釈
読
が
行
わ
れ
て
い
る

点
、
国
内
外
の
大
量
の
文
献
を
参
考
に
し
て
釈
読
に
反
映
さ
せ
て

い
る
点
、
可
能
な
限
り
竹
簡
の
写
真
や
現
物
に
あ
た
り
、
ま
た
赤

外
線
撮
影
に
よ
り
不
鮮
明
な
文
字
を
確
認
し
て
い
る
た
め
、
多
く

の
新
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
点
、
所
属
不
明
の
竹
簡
残
片
に
も
注

目
し
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
分
類
・
排
列
を
再
検
討
し
て
い
る
点
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
書
に
は
竹
簡
の
写
真
図
版
が

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
注
釈
は
基
本
的
な
内
容
を
記
す
の
み

に
と
ど
ま
り
、
分
析
や
例
証
部
分
は
割
愛
さ
れ
た
（
詳
細
は
、
前

稿
お
よ
び
湯
浅
邦
弘
・
草
野
友
子
「
楚
地
新
出
土
文
献
へ
の
い
ざ

な
い
―
陳
偉
等
著
『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
［
十
四
種
］』
─
」

（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
五
十
一
号
、
二
〇
一
〇
年
十
月
）
参
照
）。

　

二
〇
一
一
年
十
一
月
か
ら
は
、『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
合
集
』

の
出
版
が
始
ま
り
、
そ
の
第
一
輯
と
し
て
『
郭
店
楚
墓
竹
書
』
が

刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
第
二
輯
に
当
た
る
本
書
は
、
河
南
省
か
ら
出

土
し
た
二
種
の
戦
国
楚
簡
を
収
録
し
て
い
る
。

二
、
竹
簡
概
要
と
再
整
理

　

で
は
、
本
書
に
基
づ
き
つ
つ
、
葛
陵
楚
墓
竹
簡
（
以
下
、
葛
陵

楚
簡
）
と
長
台
関
楚
墓
竹
簡
（
以
下
、
長
台
関
楚
簡
）
の
概
要
と

再
整
理
の
状
況
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
お
こ
う
。

【
葛
陵
楚
墓
竹
簡
】

　

葛
陵
楚
簡
は
、
一
九
九
四
年
に
河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
等
の

研
究
機
関
が
河
南
省
新
蔡
県
の
葛
陵
一
号
楚
墓
か
ら
発
掘
し
た
戦

国
楚
簡
で
あ
り
、「
新
蔡
葛
陵
楚
簡
」
の
名
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

発
掘
者
は
、
墓
葬
年
代
を
戦
国
中
期
前
後
と
見
な
し
、
曾
侯
乙

墓
よ
り
は
遅
く
、
信
陽
長
台
関
一
号
墓
と
江
陵
天
星
観
一
号
墓
の

年
代
に
相
当
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
竹
簡
を
根
拠
に
推
測
す
る

と
、
墓
葬
年
代
は
楚
の
悼
王
の
末
年
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
墓
主
は
、
楚
国
封
君
「
平
夜
君
成
」
で
あ
る
。
葛
陵
楚
簡

中
の
紀
年
材
料
か
ら
判
断
し
て
、
劉
信
芳
氏
は
楚
の
粛
王
四
年

（
前
三
七
七
年
）
に
作
ら
れ
た
墓
で
あ
り
、
墓
主
の
平
夜
君
成
は

こ
の
年
に
死
去
し
た
と
見
な
し
て
い
る
。
宋
華
強
氏
は
、
墓
葬
年

代
の
下
限
は
楚
の
悼
王
元
年
（
前
四
〇
一
年
）
か
ら
悼
王
七
年
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（
前
三
九
五
年
）
ま
で
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
劉
彬
徽
氏
や
武
家

璧
氏
は
、
暦
か
ら
推
算
し
て
、
楚
の
悼
王
四
年
（
前
三
九
八
年
）

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
李
学
勤
氏
は
、
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡

『
楚
居
』
を
根
拠
に
、
楚
の
悼
王
四
年
（
前
三
九
八
年
）
で
あ
る

こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
八
月
、
北
京
大
学
主
催
の
「
新
出
簡
帛
国
際
学
術

研
討
会
」
上
で
、
宋
国
定
氏
と
賈
連
敏
氏
が
「
新
蔡
「
平
夜
君

成
」
墓
与
出
土
楚
簡
」
を
発
表
し
、
後
に
『
新
出
簡
帛
研
究
』

（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
）
に
お
い
て
、
学
会
中
に

提
示
さ
れ
た
十
三
枚
の
竹
簡
の
簡
単
な
考
釈
が
掲
載
さ
れ
た
。
二

〇
〇
二
年
に
は
、
河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
等
の
三
つ
の
発
掘
機

関
が
「
河
南
新
蔡
平
夜
君
墓
的
発
掘
」（『
文
物
』
第
八
期
）
を
発

表
し
、
出
土
竹
簡
の
概
況
や
、
十
枚
の
竹
簡
の
写
真
を
公
開
し

た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
三
年
十
月
、
全
竹
簡
の
写
真
図
版
と
整
理

者
の
賈
連
敏
氏
に
よ
る
釈
文
を
収
録
し
た
『
新
蔡
葛
陵
楚
墓
』

（
河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
、
大
象
出
版
社
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
初
歩
的
な
綴
合
が
な
さ
れ
て
お
り
、
図
版
と
釈
文
は

出
土
し
た
際
に
付
さ
れ
た
番
号
を
用
い
て
排
列
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
再
整
理
は
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
と
河
南
省
文
物

考
古
研
究
所
が
合
同
で
行
っ
て
い
る
。
本
書
で
は
、『
新
蔡
葛
陵

楚
墓
』
の
竹
簡
の
写
真
図
版
と
釈
文
を
基
礎
と
し
て
、
竹
簡
に
記

さ
れ
た
年
・
月
・
干
支
や
竹
簡
の
形
制
、
簡
文
の
内
容
、
字
体
な

ど
を
根
拠
に
、
新
た
に
竹
簡
の
綴
合
・
再
排
列
・
分
類
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　
『
新
蔡
葛
陵
楚
墓
』
の
整
理
者
の
統
計
に
よ
る
と
、
竹
簡
は
現

存
一
五
七
一
枚
と
さ
れ
て
い
る
が
、
照
合
の
結
果
、『
新
蔡
葛
陵

楚
墓
』
に
は
三
枚
の
重
複
が
あ
り
、
実
際
は
一
五
六
八
枚
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
竹
簡
の
幅
は
〇
・
八
㎝
前
後
、
狭
い
も
の
で

〇
・
六
㎝
、
広
い
も
の
で
一
・
二
㎝
。
現
存
文
字
は
、
約
八
〇
〇

〇
字
。
簡
文
に
は
篇
題
が
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
卜
筮
祭

祷
と
簿
書
の
二
種
に
分
類
で
き
る
。
卜
筮
祭
祷
簡
は
、
竹
簡
の
長葛陵楚墓竹簡（河南博物院展示）

さ
が
一
定
で
は
な
く
、

完
整
簡
の
簡
長
は
約
五

十
五
㎝
、
幅
は
〇
・
七

㎝
で
あ
る
と
見
ら
れ

る
。
簿
書
の
完
整
簡
の

簡
長
は
、
三
十
二
・
五

㎝
で
あ
る
。

　

卜
筮
祭
祷
簡
は
葛
陵

楚
簡
の
大
多
数
を
占

め
、
お
お
よ
そ
三
種
に

分
類
さ
れ
る
。
第
一
種

は
、
一
般
事
項
と
疾
病

を
占
う
も
の
で
、
文
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辞
・
形
式
は
包
山
楚
簡
と
似
て
い
る
。
第
二
種
は
、「
平
夜
君
成
」

自
ら
の
祈
祷
記
録
で
、
秦
駰
祷
病
玉
版
の
文
字
と
近
似
し
て
い

る
。
第
三
種
は
、
専
門
的
な
祭
祷
記
録
で
あ
り
、
第
一
種
に
見
え

る
よ
う
な
占
い
の
手
順
は
な
く
、
月
名
・
干
支
・
祭
祷
の
動
機
・

祭
祷
神
鬼
名
・
祭
品
・
祭
祷
日
干
支
が
書
か
れ
て
い
る
の
み
で
あ

る
。
各
回
の
卜
筮
・
祭
祷
に
は
前
後
の
順
序
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が

互
い
に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
本
文
で
は
卜

筮
・
祭
祷
の
時
間
の
組
み
分
け
と
順
序
に
基
づ
い
て
排
列
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
竹
簡
の
断
裂
や
欠
損
が
多
い
た
め
、
本
文
を
完

全
に
復
原
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

簿
書
は
、
お
お
よ
そ
二
種
に
分
類
さ
れ
る
。
第
一
種
は
、
盟
約

に
用
い
た
牲
の
種
類
・
数
量
と
そ
の
統
計
な
ど
で
あ
る
。
簿
書
の

性
質
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
竹
簡
の
欠
損
が
甚
だ
し
い
、
あ
る
い
は
文
字
が
不

鮮
明
で
ど
こ
に
分
類
す
べ
き
か
不
明
で
あ
る
も
の
は
、「
未
帰
類

簡
」
と
し
て
最
後
に
ま
と
め
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　

本
文
は
彭
浩
氏
と
賈
連
敏
氏
が
執
筆
し
、
陳
偉
氏
が
査
定
し

た
。
竹
簡
の
写
真
図
版
は
、
河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
よ
り
提
供

さ
れ
た
『
新
蔡
葛
陵
楚
墓
』
の
竹
簡
の
写
真
が
採
用
さ
れ
て
い

る
。

【
長
台
関
楚
墓
竹
簡
】

　

長
台
関
楚
簡
は
、
一
九
五
七
年
に
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊

が
河
南
省
信
陽
長
台
関
一
号
墓
を
発
掘
し
た
と
き
に
出
土
し
た
も

の
で
あ
り
、「
信
陽
楚
簡
」
の
名
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
戦
国
中

期
の
楚
墓
で
あ
り
、
墓
主
の
身
分
は
お
そ
ら
く
大
夫
で
あ
る
と
見

ら
れ
て
い
る
。

　

一
九
五
七
年
、『
文
物
参
考
資
料
』（
第
九
期
）
に
お
い
て
発
掘

簡
報
と
竹
簡
の
写
真
が
発
表
さ
れ
た
。
一
九
八
六
年
、『
信
陽
楚

墓
』（
文
物
出
版
社
）
が
出
版
さ
れ
、
写
真
と
整
理
者
の
劉
雨
氏

に
よ
る
「
信
陽
楚
簡
釈
文
与
考
釈
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

一
九
九
五
年
、
商
承
祚
編
著
『
戦
国
楚
竹
簡
匯
編
』（
斉
魯
書
社
）

が
刊
行
さ
れ
、
全
竹
簡
の
写
真
と
模
本
、
考
釈
、
字
表
が
掲
載
さ

葛陵楚墓竹簡（河南博物院展示）

に
参
加
し
た
者
と
受

け
取
っ
た
物
品
の
数

量
を
記
録
し
た
も
の

で
あ
る
。
第
二
種
は

三
つ
の
部
分
よ
り
な

り
、
第
一
は
「
命
里

人
祷
」
の
指
令
、
第

二
は
そ
の
土
地
の
牲

の
種
類
や
数
量
な
ど

を
統
計
し
た
も
の
、

第
三
は
祈
祷
す
る
時
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れ
た
。
二
〇
〇
四
年
に
は
、「
楚
簡
綜
合
整
理
与
研
究
」
項
目
課

題
組
が
河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
に
現
存
す
る
長
台
関
楚
簡
の
赤

外
線
撮
影
を
行
っ
た
。

　

竹
簡
は
、
長
台
関
一
号
墓
の
前
室
と
左
後
室
か
ら
出
土
し
た
。

　

前
室
よ
り
出
土
し
た
一
組
の
竹
簡
は
、
篇
題
が
見
ら
れ
ず
、

「
竹
書
」
と
仮
称
さ
れ
て
い
る
。
竹
簡
枚
数
は
一
一
〇
枚
、
約
五

〇
〇
字
。
欠
損
が
甚
だ
し
く
、
最
長
簡
は
約
三
十
三
㎝
。
三
道
編

綫
で
、
上
端
と
下
端
に
は
一
㎝
程
度
の
留
白
が
あ
る
。
内
容
は
典

籍
に
属
し
、
簡
文
中
に
は
対
話
の
用
語
と
し
て
「
周
公
」「
君
子
」

等
の
語
が
見
え
、
儒
家
の
著
作
、
あ
る
い
は
『
墨
子
』
の
佚
文
で

は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

左
後
室
よ
り
出
土
し
た
も
う
一
組
の
竹
簡
は
、
比
較
的
保
存
状

態
が
良
い
。
竹
簡
枚
数
は
二
十
九
枚
、
約
一
〇
三
〇
字
。
簡
長
は

六
十
八
・
五
㎝
～
六
十
八
・
九
㎝
、
両
道
編
綫
で
、
上
端
か
ら
十

八
㎝
、
下
端
か
ら
十
五
・
五
㎝
の
と
こ
ろ
に
編
縄
痕
が
あ
る
。
内

容
は
遣
策
（
副
葬
品
の
リ
ス
ト
）
に
属
し
、
そ
の
中
に
記
さ
れ
て

い
る
器
物
と
実
際
の
副
葬
品
と
は
少
な
か
ら
ず
対
応
し
て
い
る
。

『
信
陽
楚
墓
』
の
整
理
者
は
、
三
片
を
綴
合
し
て
竹
簡
番
号
２
―

016
と
し
て
い
る
が
、
本
書
で
は
、
三
片
の
中
の
文
字
が
書
か
れ
て

い
る
二
片
（
２
―
016
―
１
、
２
―
016
―
２
）
は
、
契
口
の
位
置
・

形
制
が
遣
策
簡
と
同
種
で
は
な
く
、
簽
牌
（
署
名
し
た
札
）
に
属

す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
で
は
、
２

―
016
―
１
と
２
―
016
―
２
は
「
附 

簽
牌
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
２
―
016
―
３
は
遣
策
簡
の
末
尾
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

（
な
お
、『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
［
十
四
種
］』
に
お
い
て
は
、
竹

簡
番
号
２
―
016
―
３
の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。）

　

今
回
の
再
整
理
は
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
と
河
南
省
文
物

考
古
研
究
所
が
合
同
で
行
っ
て
い
る
。
本
文
は
劉
国
勝
氏
が
執
筆

し
、
陳
偉
氏
・
彭
浩
氏
が
査
定
し
た
。
竹
簡
の
写
真
図
版
は
、
河

南
省
文
物
考
古
研
究
所
よ
り
提
供
さ
れ
た
も
の
が
採
用
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、「
楚
簡
綜
合
整
理
与
研
究
」
項
目
課
題
組
が
新
た
に

撮
影
し
た
赤
外
線
写
真
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
本
書
「
序
言
」
に
よ
る
と
、
写
真
収
集
の
際
に
、『
信

陽
楚
墓
』
で
使
用
さ
れ
た
竹
簡
の
写
真
と
、
河
南
省
考
古
研
究
所

資
料
室
に
て
一
部
の
フ
ィ
ル
ム
が
見
つ
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。

三
、
本
書
の
構
成
と
特
色

　

以
下
、
本
書
の
構
成
と
特
色
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

本
書
の
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
合
集
（
二
）』（
葛
陵
楚
墓
竹
簡
・
長
台
関

楚
墓
竹
簡
）
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（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
編

著
、
陳
偉
・
彭
浩
主
編
、
彭
浩
・
賈
連
敏
・
劉
国
勝
撰
著
、

文
物
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
一
月
、
Ａ
４
、
本
文
一
六
〇

頁
・
図
版
八
〇
頁
、
横
組
繁
体
字
、
二
三
八
元
）

目
次

序
言

凡
例

葛
陵
楚
墓
竹
簡　
　
　
　
　

長
台
関
楚
墓
竹
簡

　

前
言　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
言

　

一　

卜
筮
祭
祷　
　
　
　
　

一　

竹
書

　

二　

簿
書
（
甲
・
乙
）　
　

二　

遣
策
・
簽
牌

　

三　

未
帰
類
簡　
　
　
　

主
要
参
考
文
献

　

主
要
参
考
文
献　
　
　
　

図
版

　

ま
ず
、「
序
言
」
に
お
い
て
、
竹
簡
が
発
見
さ
れ
た
経
緯
、
墓

葬
形
態
・
副
葬
品
、
墓
葬
年
代
、
出
土
し
た
文
献
の
内
容
、
ど
の

よ
う
に
整
理
・
刊
行
が
進
ん
で
き
た
か
、
と
い
っ
た
基
本
的
な
情

報
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
各
文
献
の
釈
文
・
注
釈
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の

際
、
冒
頭
に
文
献
の
基
礎
情
報
や
竹
簡
の
排
列
案
等
に
つ
い
て
記

し
て
い
る
。
釈
文
部
分
の
竹
簡
排
列
は
、
整
理
者
や
先
行
研
究
が

提
示
し
た
綴
合
・
排
列
案
を
参
考
に
し
つ
つ
、
並
び
替
え
ら
れ
て

い
る
。
竹
簡
番
号
に
つ
い
て
は
、
文
献
公
開
時
に
用
い
ら
れ
た
も

の
が
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

釈
文
は
、
竹
簡
に
書
写
さ
れ
た
文
字
を
も
と
に
隷
定
し
た
も
の

を
記
し
、（　

）
内
に
釈
読
し
た
文
字
を
記
載
し
て
い
る
。
文
字

は
、
通
行
字
体
を
使
用
し
、
通
行
字
体
に
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

字
形
か
ら
隷
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
隷
定
が
困
難
な
場
合
は
、
そ

の
文
字
の
画
像
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
文
字
に
関
す
る
凡
例
は
、

以
下
の
通
り
。

・�

異
体
字
・
仮
借
字
を
通
行
字
体
に
し
て
い
る
場
合
は
（　

）
内

に
。

・�

誤
字
を
正
確
な
文
字
に
改
め
て
い
る
場
合
は
〈　

〉
内
に
。

・�

残
っ
て
い
る
筆
画
や
文
意
に
よ
っ
て
文
字
が
確
定
で
き
る
場
合

は
【　

】
内
に
。
ま
た
、
文
意
や
他
の
文
献
に
よ
っ
て
欠
文
を

補
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
、【　

】
内
に
記
載
す
る
。

・�

筆
画
が
鮮
明
で
は
な
い
、
あ
る
い
は
残
欠
し
て
判
読
で
き
な
い

文
字
は
、
□
で
表
示
。
残
欠
部
分
の
文
字
数
が
確
定
で
き
な
い

場
合
は
、
…
…
で
表
示
。

・�
竹
簡
が
断
裂
し
て
い
る
場
合
は
、
〼
で
表
示
。

・�

脱
字
・
衍
字
に
つ
い
て
は
、
釈
文
で
は
そ
の
ま
ま
掲
載
し
、
注

釈
の
中
で
説
明
す
る
。

（ 152 ）



　

文
字
の
確
定
は
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
学

術
雑
誌
、
研
究
書
、
論
文
集
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
「
簡
帛

網
」
や
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ

れ
た
論
文
な
ど
、
国
内
外
の
研
究
成
果
を
参
考
に
し
て
お
り
、
そ

の
詳
細
は
、「
注
釈
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
注
釈
」
に
お
い
て

は
、
整
理
者
の
解
釈
と
そ
れ
に
対
す
る
異
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
す
べ
て
の
説
が
逐
一
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
主
要

な
も
の
の
み
を
抽
出
し
て
い
る
。
異
説
に
つ
い
て
は
、
著
者
名
の

後
ろ
に
発
表
年
と
ペ
ー
ジ
数
が
記
さ
れ
て
お
り
、
巻
末
の
「
主
要

参
考
文
献
」
と
対
応
し
て
い
る
。
同
一
年
に
複
数
の
論
文
が
あ
る

場
合
は
、
発
表
が
早
い
も
の
か
ら
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
と
記
号
が
付
さ
れ

て
い
る
。

　

で
は
、
本
書
と
『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
［
十
四
種
］』
所
収
の

「
葛
陵
楚
墓
竹
簡
」
お
よ
び
「
長
台
関
楚
墓
竹
簡
」
と
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
点
が
異
な
る
の
か
を
見
て
お
こ
う
。

　

一
つ
は
、
竹
簡
の
写
真
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
［
十
四
種
］』
で
は
写
真
図
版
は
収
録
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
本
書
に
は
全
竹
簡
の
写
真
図
版
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
写
真
図
版
は
、
本
書
で
採
用
さ
れ
て
い
る
竹
簡

の
排
列
順
に
並
び
替
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
釈
文
部
分
と
の
照
合

を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

長
台
関
楚
簡
に
つ
い
て
は
、
不
鮮
明
な
文
字
の
赤
外
線
写
真
も

収
録
さ
れ
て
い
る
。
写
真
図
版
中
の
該
当
竹
簡
の
文
字
の
横
に

「
紅
外
１
」「
紅
外
２
」（
紅
外
は
、
赤
外
線
の
意
）
な
ど
と
記
載

さ
れ
、
写
真
図
版
の
末
尾
に
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
の
赤
外
線
写
真
が

全
部
で
八
例
（
八
文
字
分
）
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
楚
地
出
土
戦

国
簡
冊
［
十
四
種
］』
で
は
、
ど
の
文
字
が
赤
外
線
撮
影
に
よ
る

成
果
な
の
か
が
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
本
書
に
お
い
て
は

す
べ
て
注
釈
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
詳
細
な
注
釈
の
提
示
で
あ
る
。
本
書
で
は
、

『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
［
十
四
種
］』
で
は
割
愛
さ
れ
た
注
釈
・
解

説
や
最
新
の
研
究
成
果
が
収
録
さ
れ
、
よ
り
詳
細
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、
注
釈
数
を
以
下
に
示
し
て
お
く
（『
楚

地
出
土
戦
国
簡
冊
［
十
四
種
］』
→
『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
合
集

（
二
）』
の
順
）。
葛
陵
楚
簡
、
卜
筮
祭
祷
（
三
四
七
→
四
四
六
）、

簿
書
・
甲
（
二
〇
→
二
四
）・
乙
（
七
一
→
八
五
）、
未
帰
類
簡

（
四
→
八
）。
長
台
関
楚
簡
、
竹
書
（
六
八
→
六
八
）、
遣
策
・
簽

牌
（
一
七
五
→
一
八
〇
）。

　

最
後
に
、
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

　

本
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
竹
簡
の

綴
合
や
排
列
、
文
字
の
再
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、
新
解
釈
も
提

示
さ
れ
て
い
る
。
竹
簡
排
列
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
葛
陵
楚
簡

の
甲
三
198
・
199
―
２
と
甲
三
112
と
を
連
続
し
て
読
む
案
を
提
示

し
、
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
部
分
の
簡
文
は
連
続
し
て
三
回
占
い
が
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行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。文
字
解
釈
の
面
で
は
、

例
え
ば
、
葛
陵
楚
簡
甲
三
31
の
中
に
見
え
る
文
字
に
つ
い
て
、
整

理
者
は
「
謡
」
と
釈
読
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
左
伝
』
に
多
く

見
え
る
「
其
繇
曰
」
に
相
当
し
、
歌
謡
の
辞
で
は
な
く
、
繇
辞

（
占
い
の
辞
）
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

葛
陵
楚
簡
と
長
台
関
楚
簡
は
、
と
も
に
竹
簡
の
断
裂
・
残
欠
が

多
く
見
ら
れ
る
竹
簡
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
資
料
の
再
整
理
・
再

解
釈
を
行
い
、
可
能
な
限
り
復
原
を
試
み
た
こ
と
に
は
、
非
常
に

重
要
な
意
義
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
で
研
究
が
完
結
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
新
資
料
の
公
開
と
共
に
、
未
解
決
の
問
題
や
難
読

箇
所
の
再
検
討
が
相
互
に
進
む
は
ず
で
あ
り
、
本
書
は
そ
の
契
機

を
与
え
て
く
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　
『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
合
集
』
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
後
も
引
き
続

き
刊
行
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
楚
簡
研
究
が
よ

り
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

【
附
記
】

　

本
稿
は
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
よ
り
本
書
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
契
機
に
執
筆
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
陳
偉
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
武

漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
の
関
係
者
各
位
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　

本
稿
は
、平
成
二
十
五
年
度
日
本
学
術
振
興
会
・
科
学
研
究
費
補
助
金（
特

別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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